
視察等活動報告書 
視察及び陳情活動における結果について、下記のとおり報告します。 

令和５年２月２４日 

光市議会議  木村 信秀 様 

光市議会 議員 仲小路 悦男 

（会派 こう志会に同行） 

記 

１ 視察日時   令和５年１月２５日（水） ２７日（金） 

２ 視察場所   茨城県取手市 

         茨城県土浦市 

         衆議院議員会館及び参議院議員会館 

３ 視察テーマ  オンラインを活用した会議について（取手市） 

         自転車を活用したまちづくり（土浦市） 

〔陳情〕 

令和５年度予算等に対する要望 

JR光駅バリアフリー化に対する支援 

４ 視察結果   別紙のとおり 



視察結果 

日  時 令和 5年 1月 25 日(水)16 時～18 時 

（会派 こう志会に同行） 

場  所 茨城県取手市役所 

テ ー マ オンラインを活用した会議について 

対 応 者 
取手市議会 金澤克仁議長・赤花直一議運委員長

取手市議会事務局 岩崎弘宣次長・高橋賢人主事

＜内容＞ 

１ タブレット端末の導入による議会運営の効率化 

・会議のオンライン化により、場所を選ばずに会議の開催が可能となる 

・議案等の資料のデータ化により、資料のペーパーレス化、配布の時間が省略でき

 る。 

・採決をタブレットにより行うことができる。 

・現地視察において議員が現地に行かずに可能となる。 

２ 情報発信の IT 化 

・会議資料等をネットで公開している。 

・会議を３６０度カメラで撮影し配信し、画像の希望の部分を拡大して視聴できる。

３ その他 

・タブレットの操作について、親切に教える体制ができている。 

・本会議のオンライン化は地方自治法によりできないため、国に意見書を提出した。

＜所感＞ 

新幹線の遅れで２時間余り遅れて到着しましたが、予定どおりの内容の説明をいただき、取

手市議会の取組を何としても伝えたいとの情熱を感じた。 

市議会事務局、議員が常に改革に挑戦しようとする思いの強さが、オンライン化、デジタル

化等の推進の原動力となっていると思う。 

光市においても、委員会のオンライン化、ペーパーレス化は検討の必要であり、今回の視察

の内容を活かしていきたいと思う。 



日  時 令和 5年 1月 26 日(木)9 時 30 分～11 時 

（会派 こう志会に同行） 

場  所 茨城県土浦市役所 

テ ー マ 自転車を活用したまちづくり 

対 応 者 
土浦市市長公室政策企画課 山口公嗣政策員 

土浦市議会事務局 津久井麻実子主任 

＜内容＞ 

１ つくば霞ヶ浦りんりんロード 

・旧筑波鉄道の廃線敷４０ｋｍと霞ヶ浦湖岸道路１４０ｋｍを合わせた約１８０ｋｍ

のサイクリングコースとなっている。 

・令和３年度には約１１万人の利用があり、将来も増加が見込まれる。 

２ りんりんスクエア土浦 

・全国初の駅直結サイクリング拠点施設として、茨城県が主体に、土浦市・JR 東日本・

指定管理者の(株)アトレの官民一体で運営する地方創生の取組である。 

・JR 土浦駅ビル内にあり、サイクリング拠点施設として自転車の販売・修理をはじめ

レンタサイクル、シャワー、ロッカー等の機能がある。 

３ レンタサイクル 

・茨城県と沿線９市町が連携して広域型のレンタサイクルを実施しており、１６８台

を用意し、指定の１１施設であればどこでも貸出返却可能となっている。 

・土浦駅周辺には、常時２００台以上のレンタサイクルがあり、民間のほか土浦市観

光協会も実施しており、シティサイクル１日５００円を予約なしで利用できるなど充

実した対応がされている。 

４ その他 

・市内の店舗・施設等を自転車で巡りポイントを競う、ライドアラウンド in 土浦や子

ども自転車乗り方教室などのイベントが行われている。 

・霞ヶ浦総合公園は温浴施設・花蓮園・水生植物園などがある。 

・霞ヶ浦広域サイクルーズとして、サイクリングとクルージングを組み合わせたイベ

ントがある。 

＜所感＞ 

霞ヶ浦、鉄道廃線敷、湖岸道路という、整った環境があることが最も大きな要素であ

るが、茨城県、土浦市、周辺の市町、民間が連携したことが事業の推進に繋がっている

と思う。各種関係者が協力・連携することは大きな力となることを改めて感じたと同時

に、規模や状況の違いはあるが、光市の未来を創るために活かしていきたい。 



日  時 令和 5年 1月 26 日(木)15 時～27 日(金)14 時 

（会派 こう志会に同行） 

場  所 衆議院議員会館及び参議院議員会館 

テ ー マ 
令和５年度予算等に対する要望 

JR光駅バリアフリー化に対する支援 

＜陳情先＞ 

衆議院議員 斉藤鉄夫（事務所預け）  衆議院議員 平林 晃  

参議院議員 谷合正明（木倉谷靖秘書） 

衆議院議員 岸 信夫（藤川早人秘書） 衆議院議員 林 芳正（田中邦治・伊藤一輝秘書）

衆議院議員 高村正大（上田将祐秘書） 衆議院議員 杉田水脈 

参議院議員 江島 潔  参議院議員 北村経夫  参議院議員 阿達雅志 

＜陳情内容＞ 

・光市の要望について改めて理解を求めるために、光市の令和５年度予算等に対する要望書 を

渡しました。 

・JR光駅バリアフリーに関する要望書②を渡し、意見交換をしました。 

（要望書 及び②は別添のとおり）

斎藤事務所          平林事務所         谷合事務所 

岸事務所           林事務所         高村事務所 

杉田事務所      江島事務所     北村事務所      阿達事務所




























